
ソフトの概要と構成

1.はじめに

エコリーフ環境ラベル作成支援システムは、企業ご担当者様の実務支援を目的に開発されました。

エコリーフ環境ラベル作成支援システムとは、エコリーフ環境ラベル作成において、LCA計算の実施における企

業ご担当者様の実務的負担を軽減するために開発されたものです。

かねてより LCA 実施に関しては、下記の作業が企業側の負担であり、それらをいかに軽減できるかが課題とさ

れてきました。

【 ＬＣＡを実施するための企業による作業例 】

（１）各種データの収集

（２）ＬＣＡ技法を用いてのデータ加工

（３）入力データへの変換

（４）インベントリ分析とインパクト評価の計算

本ソフトウェアは、こうした利用者の負担を最小限にとどめ、LCA 実施上の環境を効率化し、かつ正確性、信

頼性、合理性の向上、さらには検証の円滑な実施にもつなげることを目的として開発されました。

本ソフトウェアを利用することにより、具体的には上記（３）および（４）についてパソコン上で自動計算され、

ラベル登録・公開に必要なプロセスを効率的に進められるだけでなく、エコリーフ第三者検証に耐え得る正確な

ＬＣＡ計算の実施が可能となります。

2. 本ソフトウェアの構成

エコリーフラベル作成機能：数値を自動計算し、信頼性の高い

検証書類を一括作成するため、担当者の作業軽減につながります。

LCA解析機能：部組単位で環境負荷が大きい所を明確にします。

本機能を使うことで、社内の環境配慮設計を効率的に推進出来ます。

エコリーフ環境ラベル作成支援システム



基本ソフト部分について

ＬＣＡ計算に必要であるデータ（ 製品に関するデータ、製造サイトに関するデータ、各ステージの設定条

件等の定量的情報）を入力すると、アロケーション等のＬＣＡ技法に基づいたデータ処理、ＬＣＡ計算に

必要なデータの自動加工・変換が行われ、公開される製品データシート形式でＬＣＡ計算にデータが出力

されます。様式や部組をツリー構造で表記することで、データ処理しやすい設計になっております。

＜画面紹介：内訳データ入力（製品用）＞

応用ソフト部分について ～ ＬＣＡ解析機能 ～

本機能をご利用いただけば、部組ごとの環境負荷が計算できるため、環境負荷が大きな部組を把握するこ

とで、社内の環境配慮設計の支援に役立ちます。

＜画面紹介：解析グラフ表示＞
製品の部組単位で、

各ステージの付加項

目を表示し、グラフ化

することが出来ます。


